
公
民
館
 

北
 文

化
文
化
に
つ
い
て
 

 文
化
に
つ
い
て
 

 

東
公
民
館 

 

西
公
民
館 

19
日（
木
）
13
時
30
分
〜
 

　
第
７
回
　
高
齢
者
大
学
 

（
松
前
町
の
将
来
に
つ
い
て
）
 

14
日（
土
）
９
時
30
分
〜
 

　
第
８
回
　
囲
碁
教
室
 

22
日（
日
）
８
時
〜
17
時
 

　
ス
キ
ー
教
室
・
雪
遊
び
 

　（
会
場
）
久
万
ス
キ
ー
ラ
ン
ド
 

14
日（
土
）
９
時
30
分
〜
 

　
三
世
代
交
流
囲
碁
ク
ラ
ブ
 

公民館だより 

 

　
文
化
は
、
人
と
人
と
の
交
流
の

中
か
ら
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。 

　「
昨
日
も
し
た
、
今
日
も
す
る
、

明
日
も
し
よ
う
。
」
と
継
続
す
る

こ
と
で
家
庭
の
文
化
は
よ
き
家
風

と
な
っ
て
醸
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
地
域
の
文
化
も
、
分
館

の
特
色
あ
る
伝
統
行
事
な
ど
か
ら

香
り
高
い
文
化
が
生
ま
れ
、
地
域

住
民
の
生
き
る
力
と
な
っ
て
継
承

さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。 

　
特
に
11
月
は
、
多
く
の
分
館
で

文
化
祭
や
芸
能
発
表
会
な
ど
が
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
最
近
、
国
内
だ
け
で
な
く
国
際

的
に
み
て
も
、
大
津
波
・
ハ
リ
ケ

ー
ン
・
大
地
震
・
山
火
事
・
集
中

豪
雨
…
と
自
然
が
人
間
に
し
っ
ぺ

返
し
を
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。 

　
多
発
す
る
災
害
を
見
聞
き
す
る

に
つ
れ
、
分
館
で
も
防
災
意
識
が

高
ま
り
、
防
災
組
織
を
基
に
充
実

し
た
活
動
や
組
織
作
り
に
奔
走
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
皆
さ
ん

の
分
館
で
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

　
そ
ん
な
中
で
、
寿
大
学
の
講
座

で
も
「
身
近
な
防
災
に
つ
い
て
」

講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
講
師
は
、

町
内
在
住
の
方
で
し
た
。
と
て
も

具
体
的
で
分
り
や
す
く
緊
迫
感
や

笑
い
に
富
み
、
有
意
義
な
お
話
で

し
た
。
受
講
生
の
皆
さ
ん
は
、
早

速
家
庭
や
地
域
を
防
災
と
い
う
視

点
で
見
直
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
防
災
士
は
、
全
国
で
７，
３
８

５
名
。
愛
媛
県
に
67
名
（
10
月
末

現
在
）
が
認
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
松
前
町
で
は
２
名
程
度
と

思
わ
れ
ま
す
。 

　
防
災
に
関
す
る
意
識
の
高
ま
り

を
少
し
で
も
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
せ
で
す
。 

〝
好
き
で
す
松
前
町
、 

　
　
防
災
は
あ
な
た
の
心
か
ら
〞 

＊
命
を
吹
き
込
も
う
身
近
で
何
気

な
い
「
石
こ
ろ
」
に
。 

＊
広
め
よ
う
「
石
の
ア
ー
ト
」
を
。 

　
石
の
ア
ー
ト
を
は
じ
め
て
２
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
年
は
、
松
前

町
全
体
へ
広
め
よ
う
と
計
画
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

北川原文化祭 

西高柳文化祭 
西古泉文化祭 

塩屋文化祭 

恵久美文化祭 

 

 

▲
 

菊
の
香
も
文
化
の
香
も
高
く
 

▲
 

子
ど
も
た
ち
も
大
勢
参
加
 

▲
 

男
性
の
調
理
も
大
活
躍
 

▲
 

防
災
用
具
も
Ｐ
Ｒ
住
民
の
防
災
意
識
高
揚
を
 

▲心まで映る鏡じゃ 

寿
大
学
講
座
か
ら 
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